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　このコーナーでは、真岡市で活躍する方
を地域おこし協力隊が取材し、紹介します。
今回も、粟村隊員が「真岡まちづくりプロ
ジェクト」のメンバーを取材しました！

　久下田商店街の空き店舗を改修し、コミュニティスペース「にの
みやニッチ」を運営する岡さん。一級建築士として事務所を構える
一方、まちづくり活動にも取り組んでいます。「真岡まちづくりプロ
ジェクト」のほか、市内の高校生がまちや学校の魅力を発信する「真
岡すきすきシェアクラブ」のコーディネーター活動も。どの活動で
も大切にしていることは「まちも暮らしもサステナブルに」と話す
岡さんは、旧二宮町出身。「商店街のシャッターが次々と閉まって
いくことが寂しかったです。建築の知識を生かし、こ
の地域にいるからこそできることをして、1つでも多
くのシャッターを開けたい。そして『そこにある資源』
を活用し、若者が未来を見られる場所を作りたい」と
話してくれました。 市HP
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　7 月 14 日（木）、スポーツや文化・
芸術などの分野で、特に優れた成績
を収めた方に対して、市長賞メダル
が贈られました。（敬称略・順不同）
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新
た
に
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身
・
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大
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岡
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独
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さ
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。
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Ｓ
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。
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岡
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シ
ョ
ン
活
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に
協
力
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。オンラインで委嘱状を交付された

桐生麻耶さん（右）

左から、石坂市長、井口大輔さん
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